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対象：理数科の１・２年生  
１２月１１日（金）に石川県文教会館で上記の発表会が開催され、石川県のＳＳＨ指定校３校と金沢

桜丘高校、金沢二水高校が参加しました。口頭発表の部門では各高校の代表グループが課題研究の成果

をパワーポイントを用いて発表し、本校からは１１月の校内発表会で代表に選ばれた「風力発電」と「津

波と海底地形の関係」班が発表を行いました。質疑応答も大変活発に行われ、中には鋭い質問もありま

したが、生徒達はデータ等を駆使しながら上手に受け答えをしていました。 

また、口頭発表を行わなかった生徒達はそれぞれのブースでポスター発表を行いました。大学の先生

方や各校の先生方、生徒達が興味のあるブースへ足を運び、こちらの質疑応答も盛り上がっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象：理数科の１・２年生 

１２月１４日（月）に本校で上記の発表会を開催しました。午前中はコ

スモサイエンスの公開授業で、午後からは講堂へ移動し英語でのポスター

発表会を行いました。 

 

 

 

 今年は数学と物理分野で、シャボン膜について実験で得られた結果を数

学的に解析し、より複雑な場合について思考・予想する授業でした。生徒

達は班毎にホワイトボードを使い計算・議論し、その結果を発表しました。 

 

 

 

 水質検査の1つの指標であるＣＯＤを過マンガン酸カリウムの酸化還元

滴定により求め、河川水の汚濁状況を調査する実験を行いました。今回は

特に金沢市中心部を流れる犀川上流から下流の水質について考察しまし

た。 

 

 

 英語のポスターを掲示し、説明や質疑応答まで全て英語を用いて発表し

ました。今年も県内のＡＬＴの方々や北陸先端科学技術大学院大学の先生

方や留学生のみなさんにアドバイスをいただきました。 
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対象：普通科・理数科の１・２年生希望者 

 下記の日程で国立天文台の小久保英一郎先生による特別講義を開催し

ます。現在のところ８０名の生徒から申し込みがきています。申し込み

をした生徒は、当日、筆記用具を持参してください。 
 

 日時：１月２３日（土）１１：２０～１３：００（Ｅｘ．４限目） 

 場所：理科棟５Ｆ iStudio（アイスタジオ） 

 

 

 

 

 

 日本・アジア青少年サイエンス交流事業（さくらサイエンス）の一環で、中国の高校生と交流する企

画です。協力してピタゴラスイッチを作成しましょう！ 
  

日時：１月２９日（金）１５：００～１６：１０（放課後） 

場所：理科棟５Ｆ iStudio（アイスタジオ） 

※グループでも個人でも応募可能（希望者はＳＳＨ推進室まで）１月２５日（月）１７：００締切 
  

 

  

  

 

理科好きの中学生が参戦！「宇宙船内の宇宙飛行士役」と「地上の管制官役」に分かれて協力しなが

らミッションを行います。 

金沢泉丘高校ＳＳＨ推進室×東京大学ＬＥＧＯ部×金沢子ども科学財団 夢のコラボ企画！ 
 

日時：２月６日（土）１１：２０～１２：１０（Ｅｘ．４限目） 

場所：理科棟５Ｆ iStudio（アイスタジオ） 

※グループでも個人でも応募可能（希望者はＳＳＨ推進室まで）１月２５日（月）１７：００締切 

 

 

 

 

北陸電力エネルギー科学館ワンダーラボの戸田一郎先生による講義で

す。霧箱という装置を使い、身の回りに存在している放射線の飛跡を観

察します。 
 

日時：２月１３日（土）１１：２０～１３：００（Ｅｘ．４限目） 

場所：理科棟３Ｆ 化学実験室 

※グループでも個人でも応募可能。ただし、実験は３～４人での班活動になります。 

（希望者はＳＳＨ推進室まで）２月１日（月）１７：００締切 

    

 

 

 
２月 ６日（土） 金沢泉丘サイエンスグランプリ （対象：普通科・理数科の１・２年生希望者） 
          テーマ：ＬＥＧＯで宇宙船ミッション!! 
 
２月１３日（土） スーパーサイエンス部特別講義 （対象：普通科・理数科の１・２年生希望者） 
          演題：「環境放射線」 講師：戸田 一郎 氏 
 
２月１６日（火） コスモサイエンスⅡ特別講義 （対象：理数科２年生） 
          演題：「なぜ、私は科学者・技術者になるのか 

～未来を担う科学技術者に求められるもの～」 講師：札野 順 氏 


